
ン
（
北
海
道
産
）
や
菜
種
な
ど
、
有
機
質

肥
料
が
中
心
で
あ
っ
た
。
戦
後
、
父
の
時

代
は
食
糧
増
産
を
目
的
に
、
無
機
肥
料
の

時
代
に
な
り
、
農
協
主
導
型
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
の
肥
料
商
は
５
大
商
社
の
配
下

で
硫
安
や
尿
素
な
ど
の
化
学
肥
料
を
扱
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
平
成
の
時
代
に
な
っ

て
、
再
び
有
機
質
肥
料
に
回
帰
が
始
ま
っ

た
。図

２
に
示
す
よ
う
に
、
作
付
面
積
の
減

少
な
ど
を
背
景
に
、
化
学
肥
料
の
需
要
は
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有
機
質
肥
料
と
い
え
ば
川
合
肥
料
㈱
の

名
前
が
出
る
く
ら
い
、
川
合
肥
料
は
同
業

界
で
は
有
名
で
あ
る
。
顧
客
は
経
営
力
の

あ
る
エ
リ
ー
ト
農
家
が
中
心
で
、
肥
料
は

全
国
で
直
売
し
て
い
る
。
顧
客
数
は
約
１

万
５
０
０
０
戸
、
家
庭
菜
園
を
含
め
る
と

約
２
万
戸
で
あ
る
。

同
社
は
１
４
０
年
の
歴
史
が
あ
る
老
舗

で
あ
る
。
戦
前
は
コ
メ
の
集
荷
業
者
を
兼

ね
た
「
米
肥
」
商
で
、
戦
後
も
父
の
代
ま

で
売
上
高
２
億
円
の
個
人
商
店
で
あ
っ

た
。
当
主
（
４
代
目
）
川
合
秀
実
社
長
の

時
代
に
な
っ
て
か
ら
大
き
く
発
展
し
、
現

在
、
売
上
高
15
億
円
に
成
長
し
た
。
来
年

は
20
億
円
を
目
指
し
て
い
る
。
価
格
高

騰
・
肥
料
節
約
の
時
代
に
、
毎
年
売
上
を

伸
ば
し
て
い
る
。

肥
料
商
は
、
時
代
と
共
に
大
き
く
変
わ

っ
て
き
た
。
戦
前
、
祖
父
の
時
代
は
ニ
シ

１
４
０
年
に
わ
た
っ
て
肥
料
を
通
じ
て
農
業
に
関
わ
り
、
時
代
ご
と
に
変
化
し
て
き
た
川
合
肥
料
は
、
有
機
質
肥
料

の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
だ
。
科
学
的
根
拠
を
重
視
し
た
有
機
質
肥
料
の
製
造
・
販
売
を
し
て
い
る
同
社
が
、
農
家
に
支

持
さ
れ
、
成
長
を
遂
げ
た
背
景
と
は
？

叶
芳
和
（
評
論
家
・
帝
京
平
成
大
学
教
授
）

う
ま
い
・
安
全
の
時
流
に
乗
り

売
上
を
伸
ば
す
肥
料
メ
ー
カ
ー

0

500

1000

1500

2000

2002

1,200 1,258
1,354 1,380 1,446

1,534

2003 2004 2005 2006 2007年度 

単位：百万円 

図1 川合肥料の売上高推移
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も
一
部
化
学
肥
料
も
扱
っ
て
い
る
が
、
80

年
代
半
ば
か
ら
、
良
質
の
有
機
質
肥
料
作

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
静
岡
県
内
の
メ

ロ
ン
農
家
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
だ
っ

た
。
89
年
（
平
成
元
年
）
に
は
発
酵
肥
料

製
造
の
日
本
バ
イ
オ
肥
料
㈱
を
設
立
し
、

手
作
り
の
「
ボ
カ
シ
肥
料
」
の
製
造
販
売

に
乗
り
出
し
、
メ
ー
カ
ー
代
理
店
を
卒
業

し
た
。
自
前
の
商
品
を
供
給
す
る
よ
う
に

な
り
、
原
料
の
吟
味
、
製
造
管
理
の
徹
底
、

流
通
コ
ス
ト
の
低
減
が
可
能
と
な
り
、
顧

客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
や
す
く
な
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
こ
に
、「
う
ま
い
・
安
全
」

を
求
め
る
時
代
の
潮
流
が
き
た
。
川
合
肥

料
の
有
機
質
肥
料
は
、
時
代
の
要
求
に
ぴ

っ
た
り
と
合
致
し
、
時
流
に
乗

っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
、
売
上

高
構
成
は
自
社
製
品
７
割
、
他

社
製
品
３
割
で
あ
る
。「
こ
だ
わ

り
の
あ
る
有
機
質
肥
料
」
を
１

０
０
万
袋
（
15
㎏
換
算
）
以
上

生
産
し
て
い
る
。
コ
ス
ト
競
争

力
を
武
器
に
シ
ェ
ア
を
拡
大
し

て
お
り
、
先
述
の
よ
う
に
、
来

年
度
は
売
上
高
20
億
円
を
目
指

し
て
い
る
。

川
合
肥
料
は
〝
科
学
〞
を
重

視
し
て
い
る
。
製
品
か
ら
営
業

ま
で
、
科
学
的
根
拠
を
表
に
出

減
少
一
途
で
あ
る
が
（
１
９
９
０
年
比

30
％
減
）、
有
機
質
肥
料
は
大
き
く
伸
び

て
い
る
。

川
合
社
長
に
よ
る
と
、「
縁
」
と
「
時

流
」
に
乗
っ
た
こ
と
が
経
営
発
展
の
要
因

だ
と
い
う
。
バ
ブ
ル
景
気
が
は
じ
け
た
あ

と
（
90
年
代
）、
食
の
安
全
を
求
め
る
動

き
が
高
ま
り
、
農
業
も
化
学
肥
料
一
辺
倒

か
ら
、
有
機
質
資
材
の
見
直
し
の
時
代
に

移
行
し
た
。
同
じ
頃
、
環
境
に
配
慮
し
た

農
業
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
も
出
て
き
た
。

ま
た
、
最
近
は
「
う
ま
い
野
菜
」
を
求
め

る
消
費
者
が
増
え
て
い
る
。

川
合
肥
料
も
、
か
つ
て
は
化
学
肥
料
メ

ー
カ
ー
の
代
理
店
も
し
て
い
た
し
、
現
在

す
こ
と
で
、
商
品
力
を
高
め
、
営
業
力
を

高
め
て
い
る
。

同
社
の
主
力
製
品
は
、
有
機
質
肥
料
で

あ
る
。
中
で
も
、
有
機
質
を
発
酵
熟
成
さ

せ
た
ボ
カ
シ
肥
料
（
商
品
名
「
ブ
ラ
ド
ミ

ン
」）
は
、
会
社
を
飛
躍
さ
せ
た
エ
ポ
ッ

ク
メ
ー
キ
ン
グ
的
な
商
品
で
あ
る
。
野
菜

の
味
、
香
り
が
良
く
な
る
よ
う
だ
。

化
学
肥
料
一
辺
倒
の
時
代
の
頃
、「
植

物
は
無
機
で
吸
収
す
る
。
だ
か
ら
、
有
機

質
は
無
用
」
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
た

（
無
機
栄
養
説
）。
有
機
質
は
土
壌
の
物
理

構
造
の
改
善
に
は
役
立
つ
が
、
味
に
は
関

係
が
な
い
と
い
う
よ
う
な
議
論
だ
っ
た
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
有
機
肥
料
を
使
う

と
味
が
良
く
な
る
と
い
う
体
験
的
知
見
も

根
強
く
あ
っ
た
。

当
時
は
、
分
子
レ
ベ
ル
の
分
析
が
不
足

し
て
い
た
よ
う
だ
。
近
年
で
は
、
植
物
が

直
接
ア
ミ
ノ
酸
を
吸
収
し
て
い
る
こ
と

や
、
分
子
量
８
０
０
０
程
度
の
タ
ン
パ
ク

様
物
質
ま
で
も
直
接
吸
収
し
て
い
る
と
の

研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
分
子
量
８
０

０
０
位
の
有
機
質
が
植
物
に
効
果
的
に
吸

収
さ
れ
る
と
い
う
知
見
で
あ
る
。

例
え
ば
、
魚
粕
の
有
機
質
（
タ
ン
パ
ク

質
）
の
分
子
量
は
２
万
〜
７
万
で
あ
り
、

そ
の
ま
ま
で
は
植
物
は
吸
収
で
き
な
い
。

土
壌
中
の
微
生
物
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
、

ア
ミ
ノ
酸
な
ど
水
溶
性
タ
ン
パ
ク
質
に
変

化
す
れ
ば
、
植
物
は
直
接
吸
収
で
き
る
。

そ
し
て
化
学
肥
料
と
は
全
く
異
な
る
吸
収

川合肥料㈱
代表取締役

形
態
を
作
り
出
す
。
有
機
質
肥
料
を
与
え

た
野
菜
は
美
味
し
い
と
い
う
、
昔
か
ら
の

体
験
的
知
見
は
正
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

川
合
肥
料
の
ボ
カ
シ
肥
料
は
、
原
料
と

な
る
有
機
質
を
微
生
物
や
菌
類
な
ど
の
力

を
借
り
て
、
発
酵
熟
成
さ
せ
た
肥
料
で
あ

る
。
発
酵
と
い
う
前
処
理
を
施
す
こ
と
に

よ
り
、
土
壌
中
で
の
分
解
を
容
易
に
す
る

だ
け
で
な
く
、
統
合
型
ア
ミ
ノ
酸
（
タ
ン

パ
ク
質
）
を
、
遊
離
ア
ミ
ノ
酸
・
ペ
プ
チ

ド
・
核
酸
な
ど
の
水
溶
性
タ
ン
パ
ク
質
に

変
化
さ
せ
、
植
物
に
吸
収
さ
れ
や
す
い
性

質
に
し
て
い
る
。

同
社
は
、
今
か
ら
20
年
前
に
日
本
バ
イ

オ
肥
料
を
設
立
し
、
ボ
カ
シ
肥
料
の
製
造

販
売
を
始
め
た
。
原
料
と
な
る
有
機
質
は
、

未
利
用
資
源
で
あ
る
。
出
汁
ガ
ラ
な
ど
無

有機質肥料 

化成肥料 
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図2 化成・有機別の肥料需要の推移
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用
の
長
物
に
、
微
生
物
を
か
け
て
肥
料
に

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
時
流
に
乗

り
、
今
日
の
主
力
製
品
に
な
っ
て
い
る
。

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
資
材
あ
る
い
は
発
酵
肥

料
で
は
全
国
ト
ッ
プ
の
メ
ー
カ
ー
に
成
長

し
て
い
る
。

有
機
対
応
資
料
館
に
は
、
資
材
サ
ン
プ

ル
が
た
く
さ
ん
並
べ
て
あ
る
。
動
物
性
有

機
資
材
（
豚
、
鶏
な
ど
の
不
可
食
部
分
）、

魚
質
有
機
資
材
（
魚
か
す
、
か
つ
お
節
の

出
汁
か
す
な
ど
）
、
植
物
質
有
機
資
材

（
き
な
粉
、
落
花
生
・
菜
種
･
ゴ
マ
の
搾

油
か
す
な
ど
）、
海
鳥
の
糞
化
石
な
ど
、

約
３
０
０
種
類
の
サ
ン
プ
ル
が
あ
っ
た
。

未
利
用
の
有
機
質
資
源
は
無
限
に
あ
る
よ

う
だ
。
発
酵
熟
成
さ
せ
た
有
機
質
は
い
い

香
り
が
し
た
。

商
品
カ
タ
ロ
グ
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
る
。
通
常
、
肥
料
商
の
商
品
情
報
は
チ

ラ
シ
に
さ
れ
る
が
、
同
社
は
一
冊
の
カ
タ

ロ
グ
に
ま
と
め
て
い
る
。
個
別
的
な
商
品

の
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
土
の
考
え
方
や

残
留
農
薬
の
こ
と
な
ど
、
作
物
の
環
境
を

科
学
の
目
で
正
し
く
知
る
た
め
の
情
報
が

分
か
り
や
す
く
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
科
学
的
に
根
拠
の
あ
る
有
機
質
肥
料

で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
だ
。

ま
た
、
商
品
情
報
と
し
て
使
用
原
料
は

も
ち
ろ
ん
、
肥
料
取
締
法
で
は
表
記
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
微
生
物
量
や
分
子

量
も
表
示
さ
れ
て
い
る
。
科
学
的
根
拠
の

あ
る
土
壌
改
善
に
よ
り
、
う
ま
い
野
菜
づ

く
り
を
目
指
す
同
社
の
ポ
リ
シ
ー
の
現
れ

で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
営
業
方
法
が
、
ボ
カ
シ
肥
料

の
商
品
価
値
を
高
め
て
い
る
よ
う
だ
。
商

品
力
の
高
さ
が
、
営
業
力
に
な
っ
て
い
る
。

川
合
社
長
の
言
葉
に
よ
る
と
、「
商
品
が

営
業
し
て
く
れ
る
」
の
で
あ
る
。

同
社
は
、
土
の
健
康
診
断
を
す
る
分
析

室
を
備
え
て
い
る
。
農
家
の
圃
場
か
ら
持

っ
て
来
た
土
壌
サ
ン
プ
ル
を
、
土
壌
の
基

礎
体
力
、
肥
満
度
、
残
存
養
分
、
微
量
要

素
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
、
22
項
目
に
わ

た
っ
て
分
析
す
る
。
農
協
の
土
壌
分
析
よ

り
分
析
項
目
が
多
い
。
分
析
は
病
院
で
使

用
さ
れ
て
い
る
人
間
の
血
液
分
析
装
置
を

土
壌
分
析
用
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
を
使

っ
て
い
る
。

佐
々
木
剛
課
長
（
岐
阜
大
学
大
学
院
卒
、

環
境
系
）
の
話
に
よ
る
と
、
健
康
診
断
で

人
間
の
食
生
活
が
分
か
る
の
と
同
じ
で
、

土
壌
を
分
析
す
れ
ば
、
そ
の
農
家
の
癖
が

分
か
る
よ
う
だ
。

良
い
作
物
を
育
て
る
に
は
、
土
壌
の
性

質
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
た
め
の
土
壌
診

断
が
重
要
だ
。
土
壌
診
断
で
、
何
が
不
足

し
、
何
が
過
剰
か
を
把
握
し
、
適
切
な
処

置
で
土
壌
を
正
常
値
（
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

０
の
状
態
）
に
戻
し
、
そ
の
上
で
施
肥
を

行
な
っ
て
豊
か
に
し
て
い
く
。
そ
う
す
れ

ば
、
安
全
に
、
健
康
な
作
物
を
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
。

川
合
肥
料
の
分
析
室
に
は
、
毎
日
の
よ

う
に
、
各
地
か
ら
土
壌
サ
ン
プ
ル
が
持
ち

込
ま
れ
る
。
１
日
３
〜
５
検
体
、
年
間
１

０
０
０
検
体
を
分
析
し
て
い
る
。
リ
ピ
ー

タ
ー
が
多
い
よ
う
だ
。
同
一
圃
場
を
年
２

〜
３
回
分
析
す
る
農
家
も
あ
る
。
各
農
家

の
圃
場
数
は
10
〜
20
カ
所
あ
る
か
ら
、
こ

の
分
析
室
を
利
用
す
る
農
家
の
数
は
１
０

０
〜
２
０
０
戸
、
つ
ま
り
、
顧
客
１
万
５

０
０
０
人
の
１
％
で
あ
る
。
ほ
か
の
農
家

は
経
験
に
頼
っ
た
農
業
（
慣
行
農
業
）
で

あ
る
。
科
学
的
に
農
業
を
や
っ
て
い
る
農

家
は
、
ま
だ
少
な
い
よ
う
だ
。

分
析
料
は
、
１
検
体
８
０
０
０
円
で
あ

る
が
、
有
料
分
析
は
年
間
６
０
０
〜
７
０

０
件
だ
と
い
う
。
分
析
室
は
赤
字
部
門
で

あ
る
。
年
間
維
持
費
は
３
０
０
０
万
円
か

か
る
。
収
入
は
年
６
０
０
万
円
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
２
４
０
０
万
円
の
赤
字
で

あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
設
備
機
械
投
資
３
０

０
０
万
円
、
建
物
３
０
０
０
万
円
か
か
っ

て
い
る
。

土
壌
分
析
は
赤
字
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

こ
こ
の
利
用
者
で
あ
る
１
％
の
科
学
的
農

家
は
、
大
き
な
得
を
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
分
析
室
の
赤
字
は
会
社
全
体
の
利
益

か
ら
捻
出
さ
れ
る
、
つ
ま
り
肥
料
価
格
に

上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
慣
行

農
業
農
家
の
負
担
の
お
陰
で
割
安
な
料
金

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
分

析
室
は
利
用
し
な
い
と
損
な
の
で
あ
る
。

や
は
り
、
ト
ッ
プ
１
％
は
賢
い
。

農
家
の
施
肥
設
計
は
土
の
健
康
診
断
が

大
前
提
だ
。
土
壌
診
断
情
報
な
く
し
て
は

科
学
的
な
施
肥
設
計
は
で
き
な
い
。
筆
者

の
思
う
と
こ
ろ
、
川
合
肥
料
の
営
業
成
績

は
分
析
室
の
成
果
に
負
う
と
こ
ろ
大
だ
ろ

う
。
川
合
肥
料
が
営
業
に
使
う
施
肥
設
計

書
（
無
料
）
は
、
自
社
の
分
析
室
の
土
壌

診
断
業
務
か
ら
得
ら
れ
た
膨
大
な
知
見
を

も
と
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ソ
フ
ト
で
土
壌

の
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
や
作
物
の
栄
養
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
た
設
計
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
、
う
ま
く
て
安
全
な
野
菜
が
出

て
く
る
。
過
剰
投
与
が
な
い
か
ら
、
肥
料

が
土
壌
か
ら
溢
れ
出
し
環
境
を
汚
す
こ
と

も
な
い
。

川合肥料で製作・発行している商品カタログ『有機質資材総合ガイド
肥やしのチカラ』。自社商品だけでなく、他メーカーの商品も掲載さ
れている。各資材の原料・分析値などの商品情報のほか、川合肥料か
ら見た商品の特徴などもまとめられている。
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も
力
を
入
れ
て
い
る
。「
う
ま
野
菜
事
業

部
」
を
設
置
し
、
う
ま
い
野
菜
の
栽
培
技

術
と
販
売
を
行
な
っ
て
い
る
。「
う
ま
野

菜
」
と
は
、
美
味
し
く
、
安
全
で
、
健
康

に
良
い
農
産
物
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
従

来
、
農
家
・
圃
場
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た

土
壌
･
資
材
･
生
産
技
術
を
規
格
化
し

て
、
日
本
全
国
皆
が
同
じ
ル
ー
ル
で
栽
培

す
る
、
美
味
し
く
て
安
全
な
野
菜
の
供
給

を
目
指
し
て
い
る
。

こ
れ
を
技
術
指
導
し
て
い
る
の
は
、
元

静
岡
県
農
業
試
験
場
長
・
大
沢
高
志
氏

（
植
物
病
理
専
攻
）
で
あ
る
。
大
沢
氏
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
川
合
肥
料
の
有
機
資

材
を
利
用
し
た
う
ま
野
菜
作
り
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
研
究
開
発
中
で
あ
る
。
う
ま
い
、
安

全
、
作
り
や
す
い
、
が
目
標
だ
。
そ
の
た

め
に
は
、
第
１
に
品
種
が
大
切
（
美
味
し

い
品
種
）、
第
２
に
作
物
が
ゆ
っ
く
り
生

育
す
る
有
機
資
材
の
利
用
が
必
要
だ
。
高

度
経
済
成
長
の
中
で
、
市
場
が
見
捨
て
た

甘
い
キ
ャ
ベ
ツ
品
種
が
あ
る
。
そ
れ
を
見

つ
け
て
、
渥
美
半
島
で
、
生
食
用
の
う
ま

い
キ
ャ
ベ
ツ
の
産
地
化
を
図
り
つ
つ
あ

る
。
キ
ャ
ベ
ツ
改
革
だ
。
次
は
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
を
狙
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
無
門
農
塾
」
を
開
き
、
全
国

か
ら
訪
ね
て
来
る
農
家
に
研
修
を
施
し
て

い
る
。
国
際
N
G
O
オ
イ
ス
カ
な
ど
を
通

し
て
、
海
外
か
ら
の
研
修
生
も
受
け
入
れ

て
い
る
。「
美
味
い
も
の
を
普
及
し
て
、

農
業
の
起
爆
剤
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
の
実
践
で
あ
る
。

大
沢
氏
の
門
下
生
（
川
合
肥
料
の
社
員
）

が
、
実
験
農
場
「
豊
田
う
ま
野
菜
フ
ァ
ー

ム
」
を
経
営
し
て
い
る
（
07
年
設
立
）
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
社
員
食
堂
向
け
に
ミ
ニ

ト
マ
ト
を
供
給
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
同
じ
ト
マ
ト
は
、
東
京
銀
座
の
三
ツ

星
レ
ス
ト
ラ
ン
（
仏
料
理
）
に
も
出
荷
さ

れ
て
い
る
。

肥
料
業
界
は
不
況
で
あ
る
。
先
に
図
２

に
示
し
た
よ
う
に
、
化
学
肥
料
の
需
要
は

90
年
に
比
べ
３
割
も
減
っ
て
い
る
。
作
付

面
積
の
減
少
や
肥
料
節
約
（
過
剰
投
与
の

修
正
）
が
原
因
で
あ
る
が
、
近
年
は
世
界

的
な
資
源
価
格
の
高
騰
に
伴
い
、
肥
料
価

格
も
２
倍
に
高
騰
し
、
離
農
や
一
層
の
肥

料
節
約
で
肥
料
需
要
が
落
ち
て
い
る
。

こ
う
い
う
中
で
、
川
合
肥
料
は
、
来
期

の
売
上
を
３
割
増
、
20
億
円
と
見
込
ん
で

い
る
。
強
気
の
背
景
は
何
か
。

近
年
の
化
成
肥
料
の
価
格
高
騰
は
、
原

油
価
格
や
リ
ン
鉱
石
な
ど
の
資
源
価
格
の

高
騰
が
原
因
で
あ
る
。
輸
入
依
存
資
源
の

価
格
高
騰
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
搾
油
か
す

や
か
つ
お
節
の
出
汁
か
す
な
ど
国
内
の
未

利
用
資
源
に
原
料
源
を
依
存
し
て
い
る
有

機
質
肥
料
は
価
格
変
動
は
小
さ
い
。
こ
れ

に
対
し
、
無
機
原
料
は
輸
入
に
依
存
し
て

い
る
た
め
、
価
格
変
動
が
大
き
い
。

川
合
肥
料
の
資
材
は
、
有
機
率
が
高
い

た
め
、
コ
ス
ト
上
昇
要
因
が
な
い
の
で
あ

る
。
輸
入
資
源
の
価
格
高
騰
に
伴
い
、
化

成
肥
料
の
コ
ス
ト
が
上
昇
す
れ
ば
、
相
対

的
に
、
川
合
肥
料
の
有
機
資
材
は
安
く
な

り
、
価
格
競
争
力
が
強
ま
る
。
シ
ェ
ア
上

昇
は
当
然
な
の
で
あ
る
。

肥
料
節
約
の
動
き
も
な
い
。
川
合
肥
料

を
使
っ
て
い
る
エ
リ
ー
ト
農
家
た
ち
は
、

肥
料
の
、
量
・
質
・
価
格
に
糸
目
を
付
け

な
い
よ
う
だ
。
有
機
質
肥
料
の
量
を
減
ら

す
と
、
野
菜
の
味
が
落
ち
る
。
う
ま
い
野

菜
を
供
給
し
、
環
境
と
共
生
し
な
が
ら
勝

ち
残
ろ
う
と
し
て
い
る
農
家
た
ち
は
、
肥

料
節
約
の
動
き
を
見
せ
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
川
合
肥
料
の
出
荷
は
減
ら
な
い
。

「
良
い
も
の
を
安
く
売
る
」
と
い
う
商
売

の
鉄
則
が
、
生
き
て
い
る
。
シ
ェ
ア
が
上

昇
し
、
売
上
が
伸
び
る
の
は
当
た
り
前
で

あ
る
。
大
沢
先
生
は
「
美
味
い
も
の
を
普

及
し
て
、
農
業
の
起
爆
剤
に
し
た
い
」
と

い
う
。
川
合
肥
料
の
経
営
発
展
は
、
そ
の

ま
ま
日
本
農
業
の
起
爆
剤
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。

日
本
の
肥
料
の
市
場
規
模
は
約
３
６
０

０
億
円
で
あ
る
。
う
ち
有
機
質
肥
料
は
そ

の
10
％
に
過
ぎ
な
い
（
金
額
ベ
ー
ス
）。

伸
び
率
は
大
き
い
も
の
の
、
肥
料
全
体
に

占
め
る
割
合
は
小
さ
い
。
し
た
が
っ
て
、

シ
ェ
ア
は
ま
だ
ま
だ
上
昇
の
余
地
が
大
き

く
、
有
機
質
肥
料
は
成
長
産
業
と
い
え
よ

う
。

川
合
肥
料
の
資
材
を
買
え
ば
、
こ
の
科

学
的
な
情
報
、
優
れ
た
コ
ン
サ
ル
込
み
の

商
品
を
購
入
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
川
合
肥
料
の
企
業
成
長
の
最

大
の
源
泉
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
分
析
室
の
赤
字
が
、
川
合
肥
料
の
成

長
要
因
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
川
合

社
長
も
分
か
っ
て
い
る
か
ら
、
分
析
室
は

赤
字
で
も
充
実
す
る
方
針
で
あ
り
、
ス
タ

ッ
フ
も
従
来
の
２
人
か
ら
４
人
に
増
や
し

た
。こ

の
分
析
室
の
赤
字
は
、
農
家
サ
ー
ビ

ス
と
考
え
れ
ば
よ
い
。
会
社
側
が
赤
字
だ

と
い
う
こ
と
は
、
農
家
側
の
利
益
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
だ
分
析
室
の

利
用
者
は
少
な
い
。
川
合
肥
料
の
顧
客
は
、

全
国
農
家
の
ト
ッ
プ
10
％
層
の
エ
リ
ー
ト

農
家
で
あ
る
。
そ
の
中
の
１
％
農
家
し
か

分
析
室
を
利
用
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
川
合
社
長
が
考
え
る
レ
ベ
ル
で
の
科

学
的
農
業
に
な
っ
て
い
る
農
家
は
、
日
本

全
国
で
は
ま
だ
０
・
１
％
で
あ
る
。
逆
に

言
え
ば
、
日
本
は
、
も
っ
と
美
味
し
い
野

菜
を
増
や
せ
る
、
も
っ
と
環
境
に
配
慮
し

た
農
業
に
な
れ
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、

も
っ
と
良
く
な
る
余
地
が
大
き
い
の
で
あ

る
。肥

料
や
土
壌
の
研
究
だ
け
で
は
な
い
。

う
ま
い
野
菜
を
作
る
た
め
の
栽
培
技
術
に


